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琉球列島における先史文化の形成と人の移動

島嶼間の人文地理的関係に注目して
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キーワード：琉球列島､ 移動の動機､ 目視､ 裾礁型文化､ 文化の安定性､ 八重山諸島､ 台湾島������
琉球列島は南北1260㎞を弧状につなぐ約200の島々で成り立っている｡ その北には九州島があり､

南の端には台湾島があって､ 地図上では連続したわかりやすい配置をなす(１)(図１参照)｡ 九州島と台

湾島は琉球列島の島々に比して規模が各段に大きく､ それぞれに独自の文化を形成しているため､ 周

辺の島嶼に対して文化的基地の役割を果たしうる｡

先史時代､ 九州島がその南に連続する島々に対して文化的基地の役割を果たしていたことは､ 河口

貞徳氏や高宮廣衞氏らによる研究によって明らかにされている (河口1981､ 高宮1978)(２)｡ すなわち

琉球列島の北半地域 (沖縄諸島以北) の土器は一貫して九州島の影響を受け､ それとの関係において

展開してきた｡ これに対し､ 琉球列島の南部を構成する先島諸島 (宮古諸島・八重山諸島) は､ 先史

時代を通してこうした動きとは無関係であった｡ しかし先島諸島はもう一方の文化的基地である台湾

島に近く､ その文化形成には台湾島の影響が当然考えられる｡ ただ遺跡においても遺物においても､
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台湾島の影響が及んでいたことを明らかにできていない(３)｡ つまり文化基地の島との関係でみると､

琉球列島の北半は九州との関連で説明されるが､ 南半は台湾島との関係が不明確であり､ その文化は

考古学的に孤立しているといえるのである｡ 将来台湾島と先島諸島の関係を示す証左がみつかり､ 新

たな説明がなされる可能性はもちろんあるが､ 台湾島との文化的関係が緊密でなかったことに変わり

はない｡ 先史時代における琉球列島のこうした ｢北に開き､ 南に閉じ気味｣ な文化的位相はどのよう

に形成されたのだろうか｡

一般に島嶼世界において島から島への文化伝播は､ 人が渡海してはじめて達成される事象であり､

そのためには装備や技術､ 知識の蓄積が必要である｡ この点で海上の文化伝播は陸上のそれより意志

的な行為を伴う｡ 小稿では人々の移動の動機に注目し､ これを促す要因について分析をおこなう｡ す

なわち､ 要因の基盤となる地理､ 自然環境､ 先史文化をとりあげて移動につながる要因を整理し､ 琉

球列島の ｢北に開き､ 南に閉じ気味｣ な文化的位相の成り立ちについて考察を試みるものである｡�������������
人の島への移動の動機としてもっともわかりやすい事象は､ 目視できる島の存在であろう｡ ここで

検討する対象は先史時代の人々なので､ この場合の目視は裸眼でみることをさす｡ また島をみるため

にもっとも条件のいい場所からの眺望によることとする｡ 二つの島の関係を想定してみよう｡ 二つの
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図１ 九州島・琉球列島・台湾島

１宮古島､ ２伊良部島､ ３下地島､ ４来間島､ ５水納島､ ６多良間島､ ７石垣島､ ８竹富島､ ９小浜島､ 10黒島､
11新城島､ 12西表島､ 13波照間島､ 14与那国島 (１～６：宮古諸島､ ７～14：八重山諸島)
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島は一方から他方が見えれば､ その逆も同じである場合がほとんどであるが､ 双方の距離が大きい場

合､ 希に一方から見えても他方からは見えないことがある｡ 例えば一方にのみ高い山があったり一方

だけが大きな島であったりし､ もう一方が平定な小島であれば､ 小島からは山や島影が見えても､ 反

対側からは小島や低く平らな島は見えない場合がある｡ こうしたことは物理的にみればあり得ないの

だが､ 人間の視力を主体とすれば起こりうる｡ サンゴ島である低島(４)や､ 火山島の点在する琉球列島

では､ 実際にこのような現象が生じているからである｡ 一方九州や台湾のような文化基地になる島は､

多くの島から見えるので､ 隣接する島がよほど離れていない限り目視できる｡ 以上の視点で島と島と

の地理的関係を整理したのが表１である｡ この場合､ １年のうちの気象条件のいい日に１日でも島の

見えることがあれば､ それを目視できる島とした｡

島からの目視による関係は以下の３類にまとめられる｡

Ⅰ：２島双方から互いを目視できる関係｡

Ⅱ：一方からは他方を目視できるが､ 他方からは一方を目視できない関係｡

Ⅲ：２島双方から互いを目視できない関係｡

この分類をもとに､ 琉球列島内の48島を選び､ これに九州島と台湾島を加えて､ 島ごとに番号をつ

け､ これを北から南に向かって配列し､ ある番号の島から目視できる南北の島の番号を記入した(５)

(表２)｡

これによると､ 琉球列島のほとんどの隣接する島同士の関係はⅠであるが､ Ⅱが２箇所､ Ⅲが１箇

所ある｡ 琉球列島は人文地理的に､ 沖縄諸島と宮古諸島の間で目視可能な関係が途切れており､ 宮古

諸島の間､ および八重山諸島と台湾島との間で目視可能な関係が一方的であるといえる｡���������� 亜熱帯気候とサンゴ礁

琉球列島の気候風土を特徴づけるのは､ 亜熱帯気候とサンゴ礁である｡

亜熱帯気候の定義について､ 琉球列島になじむ気候学上の説明は一致していないが(６)､ 日本では

｢月平均気温が20℃以上｣ という ｢熱帯的な月が１年の過半を占めるところ｣ が亜熱帯とされている

(中村1990､ 191p.)｡ これによると月平均気温が20℃以上の月は種子島で６ヶ月､ 奄美大島で８ヶ月

なので､ トカラ列島のどこかに温帯と亜熱帯の境界があることになる｡ 地理学者の目崎茂和氏は植生・
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表１. 島と島との人文地理的関係

島(ａ)から
島(ｂ)を目視
できるか

島(ｂ)から
島(ａ)を目視
できるか

実例
島(ａ)と島(ｂ)の関係

分
類

できる

できる 奄美大島 (ａ) 喜界島 (ｂ)､ 九州島 (ａ) と種子島 (ｂ) Ⅰ

できない

多良間島 (ａ) と宮古島 (ｂ)､ 水納島 (ａ) と宮古島 (ｂ)
与那国島 (ａ) と台湾島 (ｂ)､ 波照間島 (ａ) と台湾島 (ｂ)

Ⅱ

できない 久米島 (ａ) と宮古島 (ｂ) Ⅲ



土壌・地形をとりあげて､ ｢照葉樹林と亜

熱帯林の境は屋久島と奄美大島の間に引か

れ｣ ること､ 土壌では ｢湿潤亜熱帯の産物｣

である ｢成帯性の赤黄色土の分布が奄美大

島以南｣ であること､ サンゴ礁がトカラ海

峡以南にしか生育しないこと､ ｢トカラ列

島の小宝島以南にしか琉球石灰岩が分布し

ないこと｣ を指摘している (目崎1985､

pp.44～45)｡ これによると､ 亜熱帯の特徴

はトカラ列島南半部で始まっていることに

なり､ 気温による先の区別と整合する｡ こ

のほかに亜熱帯とは ｢限りなく熱帯に近く

て､ しかし､ 冬がある｣ 気候という中村和

郎氏の表現はわかりやすい (中村1990､ p.

191)｡

琉球列島の自然環境のもう一つの特徴は､

サンゴ礁である｡ サンゴ礁とは､ ｢海底か

ら海面かそれに近い位置まで高まり､ 防波

構造を造っている特異な生物地形である｣

(堀1990､ 3p.)｡ 琉球列島のサンゴ礁は完

新世の初期に発達したもので､ ほとんどは

島と石灰質の高まりとの間に浅い池をつく

りつつ島をとりまく形状をなしている｡ こ

のようなサンゴ礁は､ 裾礁と呼ばれる(７)｡

ところでサンゴ礁は通常熱帯に多い海岸

地形である｡ 琉球列島の位置する北半球の

高緯度地域 (北緯26°～30°) になぜサン

ゴ礁が形成されたかというと､ それは北赤

道海流に源をもつ､ 高温 (冬でも18℃をく

だらない) で塩分濃度が高く (34～35‰)

澄んだ海水をもつ黒潮海流が島々に沿って

北上しているからであり､ また同時に､ 島々

が大陸の大河の河口から遠いところに位置

しているからである｡ これがサンゴを育て､

さらにサンゴ礁を形成させたのである (沖

縄第四紀調査団・沖縄地学会1975 ､

pp.21～22)(８)｡ 同じ緯度にあっても中国東

南部沿岸地域にサンゴ礁が発達しないのは､
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表２. 琉球列島における島どうしの目視可能な関係

島番号 地理名称
目視できる
北側の島番号＊１

目視できる
南側の島番号＊１ 分類

１ 九州 ６ ７

Ⅰ

２

大隅
諸島

黒島 １ ６ ７
３ 硫黄島 １ ６ ７
４ 竹島 １ ３ ６ ７
５ 口永良部島 ３ ９ 11
６ 種子島 １ ２ ７
７ 屋久島 １ ５ ９ 10
８

トカラ
列島

平瀬 ７ ９
９ 口之島 ７ 10
10 中之島 ９ 12
11 臥蛇島 10 12
12 平島 10 13
13 諏訪之瀬島 10 14
14 悪石島 13 15
15 小宝島 14 16
16 宝島 14 15 17 18
17 横当島 15 16 18
18

奄美
諸島

奄美大島 15 16 19 23
19 喜界島 18 23
20 加計呂麻島 18 21 22
21 請島 20 22 23
22 与路島 20 21 23
23 徳之島 20 22 24 25
24 硫黄鳥島 23 27
25 沖永良部島 23 26 30
26 与論島 25 30
27

沖縄
諸島

伊平屋島 24 25 28 29
28 伊是名島 27 29
29 伊江島 28 30
30 沖縄本島 25 26 33 34
31 粟国島 29 30 33 35
32 渡名喜島 30 31 33 34
33 渡嘉敷島 30 34
34 座間味島 30 35
35 久米島 31 32

Ⅲ＊２
36

先
島
諸
島

宮
古
諸
島

宮古島 37 38
37 伊良部島 36 38

Ⅰ38 下地島 36 39
39 来間島 36
40 水納島 36 42

Ⅱ＊３
41 多良間島 36 40 42
42

八
重
山
諸
島

石垣島 40 41 43 46

Ⅰ

43 竹富島 42 45
44 小浜島 42 46
45 黒島 42 46
46 西表島 42 44 47 48
47 新城島 46 48
48 波照間島 46 47 50

Ⅱ＊４49 与那国島 46 50
50 台湾島
＊１：該当する島が多い場合は２島で代表させている
＊２：久米島と宮古島
＊３：宮古島と水納島､ 宮古島と多良間島
＊４：波照間島と台湾島､ 与那国島と台湾島



海水そのものがサンゴ礁を形成する条件を満たしていないためである｡ 琉球列島は､ 温帯域に赤道地

域から触手のように伸びた熱帯的世界ということができるだろう｡� 裾礁の成立と先史文化

琉球列島の裾礁は､ 世界のサンゴ礁の分布域においては周辺域にある北限のサンゴ礁で､ 小規模な

ものが多い｡ 陸からサンゴの高まり (礁原) までの幅が数百メートル､ その間の礁湖の深さも多くは

５m以浅であることから､ 現在の人々は干潮時に浅瀬を歩いて礁原に至り､ 海藻やタコ､ シャコガイ

などを比較的易に捕獲している｡ 浜近くに礫を囲っておき､ 満ち潮にのって岸に寄る魚を､ 引き潮を

利用してとる工夫は琉球列島にひろくみられた伝統的漁法である｡ 礁原は深い切れこみをもつ複雑な

形状をなし､ 諸処に外海との通路をつくっているため､ 引き潮とともにここを通って外側に出ようと

する魚の通路に網をしかける漁が､ 先史時代後半にはあったと推定される(９)｡ 貝塚にのこるジュゴン

やイルカの骨は､ 満潮時に礁湖に入って浅瀬に乗り上げた個体が捕獲されたこと推測させる｡ 礁斜面

のやや深いところに棲むチョウセンサザエやサラサバテイは､ 大潮時を選んで捕獲したのであろう｡

ときには潜水してヤコウガイなどもとったであろう｡ サンゴ礁が小規模であることから､ 人々はサン

ゴ礁の隅々に至って複雑な地形や生態に親しみ､ 身近な道具を工夫することで多様な生物を捕獲し

た(10)｡ 季節によって寄る魚の種類や育つ海藻､ 旬の貝はことなったが､ 海の幸は年中枯れることがな

く､ その保存に腐心する必要はなかったであろうことが､ 現在の民俗から推定できる(11)｡ またサンゴ

礁は外海からの波を防いで海辺の集落を守る防波堤でもあった｡ 台風の多い琉球列島において､ この

生物地形のもつ意味は大きい｡

以上から､ 裾礁が琉球列島の人々にとって､ 海辺の生活の安全と食料を保証するきわめて有効な舞

台装置であることが理解される｡ 島を囲む海は､ 裾礁の恩恵によって､ 人々の挑戦の対象ではなくむ

しろ深い揺籃になってい

るといえないだろうか｡

サンゴ礁形成に関する

最近の研究成果によると

(菅2001､ 2010)､ 琉球列

島のサンゴ礁は ｢完新世

初期における黒潮の流路

変遷を機に開始されたと

みられ｣､ 8500～7900年

前に海底で形成が始まり

(菅2010､ 24p.)､ 約3500

年前には現在に近い形に

なったとされる｡ 新石器

時代における琉球列島人

の生活はこの間の7900～

6500年前に始まっており

(嘉手納町野国貝塚Ｂ地
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図２ 琉球列島における現成サンゴ礁形成模式図

久米島・水納島 (沖縄諸島) の実例に基づく模式図 (菅2010図２にもとづく)

(ａ) サンゴ礁形成開始
(ｂ) 完新世高エネルギーウィンドウ
(ｃ) 礁嶺の海面到達
(ｄ) 枝サンゴやサンゴ礫による礁嶺の陸側への拡大
(ｅ) 縁脚縁溝系による礁縁部の拡大
(ｆ) 浅礁湖の埋積

海面が現在の水準に到達



点､ 宜野湾市・北谷町新城下原第二遺跡､ 読谷村渡久知東原遺跡(12)､ 北谷町伊礼原遺跡(13)など)､ こ

の時期の遺跡には､ イノシシなど陸獣のほかにサンゴ礁の浅海に棲息する生物 (海獣・魚類・貝類)

遺体が多く残されている｡ 約3500年前以降は遺跡数が増加し (高宮2005)､ 遺跡から出土する食料の

多くをサンゴ礁の生物遺体が占めるようになる｡ 琉球列島にのこる遺跡や遺物は､ 先史時代人の生活

がサンゴ礁の形成とともに展開してきたことをよく示している｡

琉球列島の先史時代は､ 紀元前５千年紀から紀元10世紀まで約6000年にわたって継続した｡ この時

代は､ 沖縄諸島では縄文時代・弥生平安併行時代(14)あるいは沖縄貝塚時代前期・同中期・同後期(15)と

いう独自の名称で呼ばれている｡ 後者は､ この時代が貝塚時代として包括される採集経済の時代であっ

たことを表示している｡ 時代名称は異なるが､ このことは同じ裾礁環境にある奄美諸島や先島諸島に

もあてはまる｡ つまり先史時代の琉球列島の大部分は､ 裾礁環境における文化として把握することが

可能である(16)｡ �������� 裾礁型文化の特徴

わたしはかつて奄美・沖縄地域に展開した装身文化と縄文文化のそれを比較し､ 前者を裾礁型先史

文化として捉えたことがある(17)｡ 前段の検討でサンゴ礁の形成が琉球列島の先史文化全体に影響力を

もつことが了解されたので､ 今回この概念を生活全般に広げて検討してみたい(18)｡

裾礁型文化を､ 裾礁の存在によって成立する生業に依拠して展開した生活文化､ と定義しておこう｡

奄美・沖縄地域の考古資料をもとに､ その具体的な特徴を以下に列挙する｡

① サンゴ礁地形の全面的使用：人々は裾礁内のさまざまの部位 (砂丘・後方礁原・浅礁湖・前方礁

原・礁斜面) を活用して､ 海藻・貝類・魚類・海獣類を得た｡

② 漁労具の未発達：海浜の一定の場所を低い石垣で囲う装置による漁や突漁が普遍的だったとみら

れるが､ 遺構や遺物として残存していない｡ 木製の突道具が存在していた可能性がたかい｡ 釣漁

は未発達で､ 先史時代後半には貝殻を錘にした網漁が発達した｡

③ 貝殻素材の生活文化への積極的使用：狩猟を除く生業の道具 (錘､ 斧､ ナイフ､ 突き具など)､

生活道具 (食器､ 煮沸具､ 匙など)､ 装身具・装飾品の製作において､ さまざまの貝殻を積極的

に使った｡ これに対し石材の利用についての工夫は乏しかった｡

④ 精神文化のサンゴ礁環境への依拠：シャコガイを死者に添えたり魔除けに使用したりする習俗､

鮫歯を垂飾にする装身習俗が普遍的だった｡ イヌやイノシシもいたが､ 精神文化との関わりは不

明瞭である｡

⑤ 独自の造形的志向：工芸素材に大型巻貝・海獣骨を好んで使用した｡ 貝殻の形や文様､ ことに赤

い色彩を好んだが真珠光沢への執着は弱く､ 本土地域に見られるような緑色への嗜好はない｡ 美

石への執着がなく､ 石製装身具は発達しなかった｡

⑥ 工芸技術の未発達：貝殻を割り､ 擦り切り､ 磨き､ 複雑なシンメトリー形状に加工する技術が発

達する｡ 刃器によってその表面に細かい文様彫刻を施したり動物や貝殻・人間を写真的に模した

りすることも希｡

サンゴ礁環境に直接かかわらない部分では､ 以下の特徴がある｡
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⑦ 生活基盤の安定性：狩猟・漁撈・採集を主体とする経済が長期に継続し､ 生産経済社会との長期

の接触によってもこの経済方針を変化させることはなかった｡

⑧ 堅果類使用の継続：堅果類を主食としていた可能性が高く､ 独特の粉砕具セットが先史時代を通

して存在した｡

⑨ 利器の未発達：ナイフなどの刃器､ 石鏃などの飛び道具､ 争いの道具としての武器や武具は発達

しなかった｡

⑩ 緩慢な変化：土器は深鉢と壺を主体とする単純なセットが基本で､ その形態変化は連続的でゆる

やかであった｡

⑪ 社会的分化の未発達：墓において､ 身分の上下を想起させる埋葬方法の区分は認められていない｡� 文化圏区分と裾礁型文化

琉球列島の先史文化の内容をもとに､ これをはじめて区分したのは國分直一氏である｡ その後こと

なる区分名称も提示されているが(19)､ 列島全体を包括する区分としてここでは前者を紹介したい｡

國分直一氏は琉球列島の考古資料に依拠してこれらを３つ文化圏に分け､ その特徴を以下のように

まとめた(20)｡

・南島 (21) 北部圏：トカラ列島悪石島以北の地域｡ 九州の文化圏の影響を強くうける地域｡

・南島中部圏：トカラ列島宝島以南の地域｡ 九州の文化とは異なる独自の文化をもつ地域｡

・南島南部圏：先島諸島｡ 台湾・フィリピンとの関係が予測される地域｡

文化圏区分と裾礁型文化との対応を示すと､ 以下のようになる｡

・南島北部圏：未発達の裾礁であるエプロン礁はみられるが､ 裾礁型文化は成立していない｡

・南島中部圏：裾礁型文化が展開する｡

・南島南部圏：裾礁とともに､ これの一層発達した石西堡礁 (目崎1988､ 136p.) がある｡ 南島

中部圏の裾礁型文化とは内容を異にする裾礁型文化が独自に展開する｡� 裾礁型文化の保守性

琉球列島と九州との間には先史時代を通して断続的に人の移動が認められている｡ それらは土器､

黒曜石 (小畑ほか2004)､ 貝製品 (木下1989､ 1996) によって考古学的に追跡されてきたが､ 人の動

きがもっとも明瞭なのは､ 九州の弥生時代から古墳時代の1000年以上にわたって継続した貝殻の交易

(貝交易) においてである｡ これは九州島の人々がサンゴ礁域の大型巻貝の貝殻を使って特別な腕輪

をつくり始めたことに起因している｡ 九州島の人々は貝殻を入手するために穀物や金属器を交換物資

として準備し､ 沖縄諸島に到る間の運搬を九州島と沖縄諸島の中間に位置する島の人々に頼り､ 多く

の手間と地域を介して貝殻を入手したのである｡

相互に1000㎞も離れた北部九州と南島中部圏との間に交易が成立したのは､ 九州にはない物産で､

北部九州に需要のある大型巻貝が沖縄諸島にのみ豊富に存在したからである｡ この経済関係が長期間

にわたって継続したのは､ 沖縄諸島に北部九州にはない物産の種類が多く､ これらを適宜提供するこ

とで時代ごとに変化する九州の消費の内容にうまく対応できたことがおもな要因である｡ これを支え

たのが南島中部圏のサンゴ礁環境だったのはいうまでもない｡ この間､ 両者の中間に位置し､ 貝殻を

多く産出しない島嶼地域の人々は､ もっぱら九州と沖縄諸島間の貝殻運搬の役割を担った (木下2005
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a)｡ 九州島から沖縄諸島までの島々が､ いずれも目視できる関係にあったことも､ この交易を継続さ

せる背景として重要である (表２参照)｡

1000年ほども継続したこうした交易を介して､ 南島中部圏の文化には､ 九州文化との接触によると

みられる変化が生じるが､ 一時的なものを除けば､ その影響は奄美諸島の土器の形状変化に留まり､

沖縄諸島に及ぶことはなかった｡ またこの間､ 南島中部圏に恒常的にもたらされたであろう交易品の

延長上にある金属製品や食糧生産技術を､ 奄美・沖縄人が積極的に獲得しようとする動きはほとんど

認められていない｡ 文化の動きは常に北から南に向かうのみで､ 南から北に向かう動きは不明瞭であ

る (木下2005a)｡

貝交易が展開した間､ 南島中部圏では現在とかわらぬ形状に達した裾礁を背景に裾礁型文化が開花

し､ 地域ごとに安定性の高い在地文化が展開する(22)｡ 彼らにとってこの安定性こそが重要であり､ 異

文化との接触を求めてあえてサンゴ礁世界を出てゆく必然性はなかったとみられる｡������������� 琉球列島人の移動の動機

考古学で人の移動を検討する場合､ そのことを示す物的証拠が必要である｡ 偶発的あるいは一回限

りの行為であれば､ 多くの場合その空間には遺物も遺構も残されないであろう｡ 物的証拠をのこさな

い行為は､ たとえその行為が存在したとしても考古学的にはなかったと見なさざるをえない｡ 以下の

｢移動｣ は､ くり返し生じ､ 物的証拠をのこす行為という意味で使うことにする｡

裾礁型文化に身を置く琉球列島人が､ 自分の島を離れて異なる島に移動する場合､ 島が目視できる

ことはその前提であろう｡ 宮古島と石垣島の中間にある多良間島の場合､ 石垣島と多良間島は双方に

目視できる｡ 現在､ 多良間島が八重山諸島最古の土器である下田原式土器 (4300～3200年前) の分布

の東端であることは (岸本ほか1996)､ 下田原期の八重山諸島人が彼らの見える範囲まで移動したこ

とを示している｡ 多良間島から宮古島もみえるのであるが､ 今のところ宮古島にはまだ下田原式土器

は発見されていない｡ これは宮古島から多良間島が目視できないことに関わっているのかもしれない｡

しかしこの限界も経験知の蓄積によって突破される｡ 先島諸島の下田原期の次の時期 (2200年前前

後) には宮古諸島でシャコガイ製貝斧が､ 土器を使わない文化の特徴的な道具として登場する｡ この

シャコガイ斧は宮古諸島・八重山諸島全域にみられるため､ 多良間島と宮古島の間の海域は､ この時

期には突破されていたことがわかる (安里1994)｡

目視できればそれだけで人が移動するとは限らない例もある｡ 硫黄鳥島は徳之島からも伊平屋島か

らも見える島であるが､ この島に人の足跡がみられるのはグスク時代以降である (盛本2002)｡ 先史

時代にも､ この島にたどり着いた人のいたことは想像に難くないが､ 硫黄鳥島に文化を残すほど長い

時間の接触はなかったらしい｡ 噴火をくり返す硫黄臭の島に人は住もうと思わなかったのであろう｡

ただこうした島にも､ 15世紀には人々が登場している (盛本2002)｡ 中国 (明) に届けるための硫黄

の採掘が琉球国によって開始されたためである｡ 経済的動機があれば環境のなじまない島にも人々が

移動してゆくことを示す好例である｡

貝塚時代後期に継続した九州人との貝交易も､ 経済的動機によって人々が移動した例である｡ 中間

で貝殻や交易品を運搬した島人は､ 交易に参加することで某かの交換物資をえていたのであろう｡ こ
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の交易は島どうしをリレーのようにつないで成立していたので､ 島人が実際に移動する範囲は隣接す

る島までであり､ 簡単に往復できる範囲であったと推定される｡

以上から､ 裾礁型文化の人々の移動には､ 以下のような条件の必要なことがわかる｡

・視覚的条件：目視可能である

・環境の適合性：快適に生活できる

・経済的要因：経済上の必然性がある

・技術的条件：航海上の技術・知識が十分である

以上をまとめると表３の

ようになる｡� 台湾島と

八重山諸島との関係

ａ. 台湾島からの視点

台湾島と八重山諸島との

間に文化的な交流が存在す

るであろうことは早くから

予想されており､ 1970年代

國分直一氏は台湾島北部沿

岸地方のケタガラン系原住

民の祖先がのこしたとみら

れる苑裡貝塚 (台湾島西北

部) の印紋陶器片と波照間

島で採集した格子目叩きを

もつ土器片との類似を指摘

した (國分1972b､ 44p.)(23)｡

1980年代白木原和美氏は台

湾東海岸と琉球列島との関

係を探るため､ その先史時

代遺跡の悉皆的な踏査を行っ

た (白木原1986)｡ こうし

た先学の追及にもかかわら

ず､ 八島山諸島と台湾島と

の具体的関係の証左はみつからず､ 1990年代以降の先島諸島の考古学は､ 台湾との関係の追究より､

シャコガイ製貝斧を介したフィリピンとの関係の追究に進んだ感がある (安里1994)｡

台湾大学の陳有貝氏は琉球列島と台湾島との文化交流の問題についてもっとも先鋭的に追究した考

古学者である｡ 氏は台湾側からこの問題に挑み､ 以下の結論を導いた (陳2008､ 2009)｡

・台湾の先史社会は約4000年前に農耕を経済基盤とする安定した社会を形成しており､ 食糧不足

による人口圧から島外に移住する必然性はなかった｡
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表３. 琉球列島における島嶼間の移動の条件

類例の説明

① 表２における分類Ⅰの島々の関係｡

② 15世紀以降の硫黄鳥島と伊平屋島との関係｡ 硫黄採取が目的｡

③ 先史時代の硫黄鳥島と伊平屋島・徳之島との関係｡

④ 約2200年前における宮古島と多良間島との関係｡

⑤ 下田原期 (4300～3200年前) における宮古島と多良間島との関係｡

⑥ 今のところ不明｡

⑦ 台湾と八重山諸島の関係か (後述)

⑧ 11世紀末以降の九州島・沖縄諸島と先島の関係｡ ヤコウガイ採取が目的｡

⑨ 11世紀中頃以前の久米島と宮古島の関係｡ 石垣島と魚釣島の関係｡

分類 視覚的条件 環境
経済的
要因

技術的条件 移動の可否 類例

Ⅰ 目視双方可

適合 不問 みたす 可 ①

非適合
ある みたす 可 ②

なし みたす 否 ③

Ⅱ 目視片方不可

適合 不問
みたす 可 ④

みたさない 否 ⑤

非適合
ある みたす 可 ⑥

不明 みたす 否 ⑦

Ⅲ 目視双方不可 不問
ある

みたす 可 ⑧

みたさない 否 なし

なし 不問 否 ⑨



・台湾の先史時代人にとって､ 環境のことなる琉球列島は農業を展開する上で適地ではなかった｡

・台湾の先史時代人はオーストロネシア語族であった可能性が高く､ 八重山諸島の人々はそうで

あった可能性は低い｡ 異なる語族間の交流には困難が多かった｡

陳氏は台湾と琉球列島の関係を､ 台湾東海岸や八重山諸島に特定して議論しているのではないが､

経済と言語レベルの違いを根拠に､ 台湾島側から八重山諸島に人が移動する歴史的要因のなかったこ

とを導いている｡

ｂ. 八重山諸島からの視点

台湾島と八重山諸島の関係を､ 台湾東海岸と八重山諸島西部の与那国島・波照間島について検討し

よう｡ 八重山諸島が台湾島東海岸から目視できないことを考慮すると､ この場合は表３の⑦に対応す

る｡ 与那国島と波照間島からは台湾島がみえるので､ 八重山諸島と台湾の間には前者から後者に向か

う最低限の条件は備わっていたとみていい｡ 八重山諸島内でも､ 相互に65㎞離れた西表島と与那国島

には同じ内容の先史文化が存在するので､ これよりやや遠い108㎞離れた台湾島の状況を八重山諸島

の先史人はおそらく知っていたであろう｡

台湾東島海岸の自然環境をみてみよう｡ 台湾島の北半分は亜熱帯気候で､ 南半分は熱帯気候区とさ

れるので､ 台湾島の気候は八重山諸島より若干暑い｡ 八重山諸島に対面する台湾東海岸は､ 南北380

㎞にわたって断崖が屏風のように屹立する隆起海岸であり､ 八重山諸島にもっとも近い東海岸北半部

は岸壁が300m～1200mの落差で海中に没している｡ 東海岸の東北隅や蘇澳､ 中部以南豊濱､ 三仙台

には裾礁がみられるとはいえ (何ほか2002)､ 台湾島が隆起しつつあるため礁湖は発達していない｡

干上がった礁嶺の続く海浜の風景は､ 八重山諸島のそれとかなり異なる｡ 台湾島と八重山諸島の生活

環境には､ 100余㎞の海域をはさんで大きな違いがある｡

経済的動機の可能性についてみてみよう｡ 大規模な山地を背後にもつ台湾島には豊富な山林資源

(植物・動物・鉱物資源) がある｡ またそこには一定水準に達した農耕文化があり､ 硬質で均整のと

れたデザインの食器のセット､ 高い技術によりつくられた玉製装身具等がある｡ これらは八重山諸島

にはなく､ 八重山諸島人がこれらを欲すれば､ 彼らが台湾に赴く十分な動機になる｡ ただこれまでの

ところ八重山諸島の先史遺跡から台湾との関係を思わせる遺物は出ていない｡

台湾東海岸の先史文化を具体的にみよう｡ 八重山諸島の先史時代前半 (4300年～1800年前) に並行

する時期の台湾島東海岸の代表的先史文化は卑南文化である｡ この文化は東海岸南部台東県の卑南遺

跡を標識とし､ 5300年～2300年前の年代が与えられている｡ 台湾大学の宋文薫氏・連照美氏によって

おこなわれた卑南遺跡の発掘成果によると､ 卑南文化の人々は農耕と狩猟を主要な生業として漁労は

あまり行わず､ 土器・石器の製作や紡織をよくし､ 生活にかかわる儀礼をよく行い､ 玉加工に高いレ

ベルの技術をもち､ 地下に墓をもつ住居に住み､ 風習的抜歯習俗､ 檳榔を噛む習慣､ 頸狩りの習俗を

もっていたとされる (宋・連2004､ 連2006・2008)｡

八重山諸島人は台湾東海岸にすむ先史人のこうした文化を知っていたであろう｡ 豊富な内容の文化

に接し､ あるいは交易を欲したかもしれない｡ しかし抜歯を施した容姿に檳榔を噛んだ赤い口をもち､

首狩の風習をもつ人々に実際に遭遇して､ ただちに交渉を始めるには至らなかったのではないだろう

か｡ また海岸環境が故郷とは大きくことなる台湾東海岸に､ 進んで生活の拠点を設けることもできな

かったのではないだろうか｡ 環境の差､ 文化の差の大きさが､ 積極的な交流を阻んだ可能性は高いと
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思う｡� 裾礁型文化の境界

八重山諸島の台湾島との交流の可否は､ 八重山諸島側が台湾島に働きかけるか否かによっている｡

八重山の人々にとって自然環境や文化レベルの差が大きく､ 台湾島側への接近が容易でなかったとし

ても､ 時間の経過とともに経験知が蓄積され､ 文化的な誤解が解けて相互理解が深まり､ 新たな経済

的動機が生まれる可能性は十分ある｡ しかし結局八重山諸島と台湾島との交渉は13世紀後半までみら

れなかった(24)｡ 何故なのか｡

この問題には時間をかけて取り組むべきだと思うが､ わたしには台湾島に対する八重山諸島人のこ

うした反応が､ 南島中部圏の島々が貝交易を介して対峙した九州島へのそれと共通するように思えて

ならない｡ つまり､ 裾礁型文化のもつ安定性が､ 異文化への接触を消極的にしたのではないかと思う

のである｡ この見通しが成り立つのであれば､ 八重山諸島は裾礁型文化の西南の境界域ということが

できるだろう｡ ����
先史時代の琉球列島にみられる ｢北に開き､ 南に閉じ気味｣ の文化的位相は､ 九州島から双方向に

目視できる島が南島中部圏まで連続し､ かつ琉球列島への九州島の経済的需要が継続したから北に開

き､ 南島南部圏ではその南端から台湾島までの目視関係が連続せず､ かつ八重山諸島に対する台湾島

側からの経済的需要がなく八重山諸島から台湾島への接触もなかったためにその南には閉じていたこ

とに因る｡ そこに通底するのは裾礁型文化の安定性であった｡ これが小稿の結論である｡

小稿は ｢馬祖列島における海洋環境と文化国際シンポジウム｣ (2011年10月28日～30日､ 中華民国中央研究

院人文社会科学研究中心考古学研究専題中心・連江県文化局共催) で発表した ｢關於史前時代琉球的海洋環

境與文化｣ をもとに､ 会議での討論を参考にして発表原稿を全面的に書き直したものである｡

小稿をまとめるにあたり､ 台湾大学人類学系の陳有貝副教授にご教示を賜った｡ 同じく宋文薫教授､ 連照

美教授､ 中央研究院歴史語言研究所の陳仲玉教授､ 臧振華教授､ 劉益昌教授､ ドイツ考古学研究所篠藤マリ

ア氏､ 石垣市立八重山博物館島袋綾野氏との意見交換では得るところが多かった｡ またある島からどの島が

見えどの島が見えないのかについて､ 多くの知人と地方公共団体の観光課､ 総務課にご教示いただいた｡ 記

して感謝いたします｡ �
(１) 琉球列島の地理的内容は､ 以下のとおりである｡ 琉球列島の地理は加藤幸弘ほか2001pp.217～325

に詳しい｡

琉球列島

薩南諸島 大隅諸島 (種子島､ 屋久島､ 口永良部島､ 馬毛島等)

吐�喇列島 (口之島､ 中之島､ 平島､ 諏訪之瀬島､ 悪石島､ 小宝島､ 宝島等)
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奄美諸島 (奄美大島､ 徳之島､ 沖永良部島､ 与論島等)

琉球諸島 沖縄諸島 (沖縄本島､ 伊是名島､ 伊平屋島､ 伊江島､ 慶良間列島､ 久米島等)

先島諸島

宮古諸島 (宮古島､ 多良間島等)

八重山諸島 (石垣島､ 西表島､ 与那国島､ 波照間島等)

なお､ 天気予報等で使用される南西諸島は､ 琉球列島に大東諸島と尖閣諸島を加えた範囲をさす｡

(２) 河口貞徳氏は薩南諸島を中心に､ 高宮廣衞氏は沖縄諸島を中心に研究された｡

(３) 陳有貝氏による一連の研究がある (陳2002・2005・2008a・2008b・2009)

(４) 琉球列島の島々は地理学者の目崎茂和氏によって高島と低島に分類されている｡ これは本来ジェー

ムズ・クックによる洋島の識別方法であったものを､ 目崎氏が琉球列島の島の類別に応用したもの

で､ 以下のような分類である｡

高島：大陸島

低島：低サンゴ島・隆起サンゴ島

これらは地形・地質を同時に表しており､ 土壌・水文をも包括する合理的な分類として島の生態

系の理解に有用である｡

(５) 該当する島が２島以上ある場合は､ もっとも遠距離にある島名を優先的に示した｡

(６) 前島郁夫氏､ 目崎茂和氏､ 中村和郎氏らによる (目崎1985､ 前島1989､ 中村1990)｡

(７) サンゴ礁は発達の程度により､ 裾礁､ 堡礁､ 環礁､ 卓礁､ 離礁に区別されている｡ ｢裾礁は陸地と

礁原との間に礁湖とよばれる内海を抱き､ 幅が数百m以下の連続性のよい礁原が陸地をとり囲むよ

うに文字通り裾状に発達している礁である｡｣ ｢日本の奄美・沖縄の琉球列島に沿うものはほとんど

が裾礁である｡｣ (堀1990､ pp.10～11)

(８) ｢サンゴ礁をつくるサンゴの生育には､ 18～36℃の海水温と､ 27～40‰の塩分濃度が適当とされて

いるので､ 沖縄の海はこの条件に十分かなっていることになる｡｣ (沖縄第四紀調査団・沖縄地学会

1975､ 22p.)

(９) 穿孔された同じような大きさの二枚貝 (有孔貝製品) を網の錘とみていることが根拠 (島袋春美

2004)｡

(10) 同じサンゴ礁環境でも､ 熱帯地域の堡礁や環礁など規模の大きなサンゴ礁は､ 礁湖の深さが数十

メートル､ 幅は数キロメートルあるため､ 人間のかかわり方は琉球列島とはかなり異なっている｡

この点で､ 琉球列島のサンゴ礁は人間にとってふさわしい規模といえるかもしれない｡

(11) 恵原義盛氏や渡久地健氏のすぐれた報告・研究がある (恵原1973､ 渡久地2010)｡

(12) 河名俊男氏による校正値を示す (河名2010)｡ いずれも１σ｡

野国貝塚Ｂ地点：cal BP7900～7700 (無文の先爪形文土器)

新城下原第二遺跡：cal BP7300～6800 (爪形文土器)

渡久知東原遺跡：cal BP7600～7200 (爪形文土器)

野国貝塚Ｂ地点：cal BP7000～6500 (爪形文土器)

(13) 伊礼原遺跡の爪形文土器出土層の14C年代は ｢6800～6000年前｣ とされる (北谷町教育委員会2010)｡

(14) 沖縄県史によってあらたに提示された時代区分 (安里ほか2003)｡

(15) 沖縄県考古学会による区分 (沖縄県考古学会1978)｡

(16) 安里嗣淳氏は､ 早く沖縄諸島の先史文化を ｢サンゴ礁文化｣ と呼んでいる｡ ｢但し､ 貝塚の内容は

陸産の食糧 (イノシシなど) 残滓も顕著であり､ 海洋との関わりを強調しすぎてこの点を見落とし

てはならない｡｣ として積極的な使用を控えている (安里1992)｡ わたしは､ そのサンゴ礁が裾礁で
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あることが重要だと考えている｡

(17) 九州・奄美・沖縄３地域の腕輪・垂飾・牙玉・鮫歯・連珠・耳飾・蝶獣形骨製品を比較した結果､

その装身具文化が奄美地域をはさんで異なっていることがわかった (木下2005)｡

(18) 時間を限定しない方が概念として使いやすいため､ ｢裾礁型先史文化｣ から ｢先史｣ を除いた｡

(19) 安里嗣淳氏は､ 奄美諸島から八重山諸島までの地域がグスク時代以降に ｢文化的共通性のつよい

圏域｣ になったことを重視してこれを琉球圏とし､ 奄美・沖縄諸島を ｢北琉球諸島圏｣､ 先島諸島を

｢南琉球諸島圏｣ として区分した (安里1991)｡ その後この文化圏区分を先史時代に遡及させ､ 内容

上はトカラ列島以北の琉球列島をも包括させうる ｢北琉球圏｣ と ｢南琉球圏｣ としている (安里

2011)｡

(20) 國分氏が ｢トカラ諸島全域の状況は不明であるが､ 少なくとも､ 宝島は南島中部の文化圏に属す

ることが明らかになった｡｣ として､ 宝島の文化を南島中部圏に所属させている点は､ この島が裾礁

の北限と対応している点において重要である (國分1972a､ p.156)｡ なお､ 國分氏が南島中部圏・南

島南部圏の用語を使用したのは､ 1972 『日本民族文化の研究』 においてである (國分1972ｂ)｡

(21) 日本で一般に使用する ｢南島｣ はいわゆる南島語族 ������������の南島ではなく､ 琉球列島のこ
とをさす｡ これは日本独自の歴史的用語で､ 『続日本紀』 文武天皇２年 (西暦698年) に種子島・屋

久島・奄美諸島等をさす総称として登場したことに拠っている (原文では多�・夜久・奄美・度感)｡
その示す地理的範囲は時代とともに拡大し､ 最終的に現在の琉球列島と同じになった｡

(22) 文化人類学者の高宮広土氏は､ 人類が島に適応することを問題にしたスティーブン・ミズン�������������とパトリック・カーチ ��������������の理論を琉球列島の先史時代に応用し､ キャ
リーング・キャパシティー ����������������モデルと考古資料の分析から､ 貝塚時代後期を人口増
加と自然環境の均衡がとれていないフード・ストレス ����������のある時代だとした (高宮2005､

2010)｡ たしかにフード・ストレスはあっても､ 裾礁はそれを補って余りある回復力を備えた環境だ

とわたしは捉えている｡

(23) 2010年､ 國分直一氏の考古資料が台湾大学図書館に一括して寄贈された｡ わたしは台湾大学陳有

貝氏の厚意でこの土器片を探したが見つけることはできなかった｡

(24) 13世紀後半以降､ 台湾島を介して福建から貿易船が北上した可能性が指摘されているが (木下編

2009)､ この場合も台湾島と八重山諸島の関係が直接的であったかどうかは明らかではない｡ しかし

15世紀後半にのこされた記録 (｢済州島民漂流記｣ 『李朝成宗大王実録』 所収) の記録から､ 与那国

島の習俗が台湾原住民のそれに共通するという指摘がある (黄2010)｡ 13世紀以降､ 台湾島との民間

交流がさかんになった可能性がある｡ � �
安里嗣淳 1991 ｢中国唐代貨幣 『開元通宝』 と琉球圏の形成｣ 『文化課紀要』 第７号､ 沖縄県教育

委員会文化課､ pp.1～10｡

安里嗣淳 1992 ｢沖縄の貝塚 サンゴ礁文化の諸相｣ 東アジア考古学会における発表記録､ 安里

2011､ pp.113～130に再録｡

安里嗣淳 1994 ｢沖縄のシャコガイ製貝斧概観｣ 『琉大史学』 第14号､ 琉大史学会､ pp.87～100｡

安里嗣淳 2011 ｢第１部 第１章１ 沖縄考古学総説｣ 『先史時代の沖縄』 第一書房､ pp.3～６｡

安里嗣淳・池田榮史ほか 2003 『沖縄県史 各論編第二巻』 財団法人沖縄県文化振興会・公文書

管理部史料編集室編､ 沖縄県教育委員会｡
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恵原義盛 1973 『奄美生活誌』 木耳社｡

沖縄県考古学会 1978 『石器時代の沖縄』 新星図書｡

沖縄第四紀調査団・沖縄地学会 1975 『沖縄の自然 その生い立ちを訪ねて』 平凡社

小畑弘己・盛本勲・角縁進 2004 ｢琉球列島出土の黒曜石製石器の化学分析による産地推定とそ

の意義｣ 『Stone Sources 石器原産地研究会会誌』 no.4､ pp.101～136｡

片桐千亜紀ほか 2006 『新城下原第２遺跡』 沖縄県埋蔵文化財センター調査報告書第35集｡

河口貞徳 1981 『河口貞徳先生古稀記念著作集』 上巻・下巻､ 河口貞徳先生古稀記念著作集刊行

会｡

加藤幸弘・太田陽子・中森亨・大村明雄・河名俊男・成瀬敏郎・目崎茂和 2001 ｢４. 南西諸島｣

『日本の地形７ 九州・南西諸島』 町田洋・太田陽子・河名俊男・森脇広・長岡信治編､ 東

京大学出版会｡

何立徳・王�編著 2002 『臺灣地理百科06臺灣的珊瑚礁』 遠足文化事業有限公司｡
河名俊男 2010 ｢琉球列島におけるサンゴ礁の形成史と地震・津波｣ 『考古学リーダー19 先史・

原史時代の琉球列島～ヒトと景観～』 六一書房､ pp.63～86｡

菅浩伸 2001 ｢(２) 南西諸島を縁どるサンゴ礁海岸｣ 『日本の地形１ 総説』 東京大学出版会､

pp.255～258｡

菅浩伸 2010 ｢琉球列島におけるサンゴ礁の形成史｣ 『考古学ジャーナル』 no.597､ ニューサイエ

ンス社､ pp.24～26｡

岸本義彦編 1996 『多良間添道遺跡発掘調査』 多良間村文化財調査報告書第11集､ 多良間村教育

委員会｡

岸本義彦ほか 1984 『野国貝塚群B地点発掘調査報告』 沖縄県埋蔵文化財調査報告書第57集､ 沖

縄県教育委員会｡

木下尚子 1989 ｢南海産貝輪交易考｣ 『横山浩一先生退官記念論文集Ⅰ 生産と流通の考古学』､

横山浩一先生退官記念事業会､ pp.203～250｡

木下尚子 1992a ｢辟邪の貝―しゃこがい考｣ 『比較民俗研究』 第６号､ 筑波大学比較民俗研究会､

pp.5～39｡

木下尚子 1992b ｢南島の古代貝文化｣ 『MUSEUM 東京国立博物館美術誌』 no.491､ pp.4～15｡

木下尚子 1996 ｢古墳時代南島交易考｣ 『考古学雑誌』 81巻１号､ 日本考古学会､ pp.1～81｡

木下尚子 2005a ｢貝交易からみた異文化接触―温帯と亜熱帯の接触―｣ 『考古学研究』 第52巻第
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